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明
治
の
思
想
界
を
リ
ー
ド
し
た

宗
教
思
想
家
、綱
島
梁
川
の
直
筆
原

稿
が
数
多
く
の
遺
品
類
と
共
に
、出

身
地
有
漢
町
の
綱
島
梁
川
顕
彰
会

で
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
有
漢
社
会
教
育
セ
ン

タ
ー
の
梁
川
記
念
室
に
そ
の
一
部

が
保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、昨
年

３
月
、東
京
の
遺
族
か
ら
五
百
点
余

の
遺
品
が
寄
託
さ
れ
、現
在
、有
漢

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
も
収
蔵
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

生
涯
に
わ
た
る
日
記
や
書
簡
、文

献
類
、中
で
も
文
筆
を
も
っ
て
世
に
知

ら
れ
た
梁
川
の
直
筆
原
稿
が
多
数
含

ま
れ
て
い
ま
す
。思
想
家
と
し
て
の
到

達
点
を
示
す
絶
筆
の「
労
働
と
人
生
」

や「
我
と
は
何
ぞ
や
」な
ど
が
あ
り
ま

す
。

　

梁
川
は
、本
名
・
栄
一
郎
と
い
い
、１

８
７
３（
明
治
６
）年
、有
漢
市
場
で
誕

生
し
、18
歳
ご
ろ
上
京
。東
京
専
門
学

校（
現
・
早
稲
田
大
学
）を
出
て
活
躍

し
、１
９
０
７（
明
治
40
）年
、結
核
の

た
め
長
い
闘
病
の
末
、34
歳
と
い
う
若

さ
で
東
京
で
没
し
て
い
ま
す
。

　

梁
川
は
、明
治
後
期
の
高
山
樗ち

ょ

牛ぎ
ゅ
う、

西
田
幾き

多た

郎ろ
う

と
並
ぶ
三
大
思
想
家
の

一
人
で
あ
り
、西
欧
倫
理
学
研
究
の
先

駆
者
で
し
た
。ま
た
、白
隠
、法
然
、親

鷲
な
ど
仏
教
の
理
解
者
で
あ
り
、日
本

的
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

著
作
に
は
、一
躍
全
国
的
な
注
目
と

反
響
を
呼
ん
だ
と
い
わ
れ
る
梁
川
文

集
、病
間
録
、回
光
録
を
は
じ
め
、春
秋

倫
理
思
想
史
、寸
光
録
、我
観
録
、そ
し

て
梁
川
全
集
十
巻
が
あ
り
ま
す
。

高
梁
の
文
化
収
蔵
品

　

今
月
号
は
、
有
漢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
「
綱
島

梁り
ょ
う

川せ
ん

の
直
筆
原
稿
」
を
紹
介
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

有
漢
公
民
館
（
☎
�
２
０
１
３
）

【綱島梁川の直筆原稿】
①
古
く
か
ら
続
く
神
社
祭
礼

御お
ん
ざ
き前
神
社
は
宝ほ
う

亀き

６

（
７
７
５
）年
の
創
建
と
い
わ

れ
、歴
代
城
主
の
信
仰
を
集
め

ま
し
た
。元げ
ん

和な

７（
１
６
２
１
）

年
に
小
高
下
か
ら
現
在
地（
御

前
町
）へ
遷
宮
さ
れ
、本
殿
は
明

治
14（
１
８
８
１
）年
に
再
建
さ

れ
て
い
ま
す
。か
つ
て
の
祭
礼

日
は
９
月
11
日
で
し
た
が
、現

在
は
10
月
第
２
日
曜
日
で
す
。

　

八
幡
神
社
は
延え
ん

暦り
ゃ
く

年
間

（
７
８
２
～
８
０
６
）の
創
建
と

い
わ
れ
、お
城
の
鎮
守
と
し
て

歴
代
城
主
の
崇
敬
を
受
け
、本

殿
は
貞
じ
ょ
う

享き
ょ
う４（
１
６
８
７
）年
に

藩
主
水み
ず
の
や谷
氏
に
よ
り
再
建
、江

戸
時
代
後
期
に
は
５
つ
の
八
幡

宮
の
中
心
で
し
た
。江
戸
時
代

に
は
８
月
23
日（
の
ち
25
日
）に

祭
礼
が
営
ま
れ
、市
中
の
家
々

で
は
戸
口
に
盛
砂
を
し
て
、神

輿
、槍
、鉄
砲
、大
弓
な
ど
の
行

列
を
迎
え
ま
し
た
。現
在
は
10

歴
史
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
④

歴
史
ま
ち
づ
く
り
計
画
か
ら
「
神み

こ
し輿
と
歴
史
的
町
並
み
が

織
り
成
す
風
情
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

歴
史
ま
ち
づ
く
り
課
（
☎
�
０
２
５
７
）

月
第
２
日
曜
日
が
祭
礼
日
で

す
。

②
神
輿
が
巡
る
町
並
み

御
前
神
社
の
神
輿
は
主
に

紺
屋
川
か
ら
北
、
八
幡
神
社

の
神
輿
は
主
に
紺
屋
川
か
ら

南
を
巡
り
、
沿
道
に
は
歴
史

的
な
建
造
物
が
多
く
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

神
輿
が
巡
る
本
町
、下
町
、

南
町
の
通
り
は
松
山
往
来
と

呼
ば
れ
た
街
道
で
、
ほ
ぼ
直

線
に
配
さ
れ
備
中
松
山
城
の

大
手
道
の
要
素
も
あ
り
ま
し

た
。
か
つ
て
の
商
売
の
中
心

地
で
、
平
入
り
の
町
家
が
建

ち
並
ん
で
い
ま
す
。
町
家
に

は
優
れ
た
意
匠
の
出で
ご
う
し

格
子
・

虫む
し
こ
ま
ど

籠
窓
・
絵え
よ
う様

持
ち
送
り
な

ど
が
あ
り
、
伝
統
を
う
か
が

わ
せ
ま
す
。

　

石
火
矢
町
の
旧
埴は
い
ば
ら原

家
、

旧
折お
り
い井
家
の
武
家
屋
敷
や
そ

の
周
辺
の
中
之
町
や
片
原
町
、

向
町
な
ど
で
は
、
土
塀
が
連

続
し
、
武
家
町
の
面
影
を
残

し
て
い
ま
す
。
武
家
町
は
町

人
町
を
囲
む
よ
う
に
配
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

頼
久
寺
町
、
寺
町
、
和
田

町
に
は
藩
主
や
藩
士
ゆ
か
り

の
寺
院
が
多
く
連
な
り
、
城

郭
を
思
わ
せ
る
石
垣
を
築
い

て
い
ま
す
。
こ
の
一
連
の
寺

院
群
は
、
有
事
に
は
軍
事
的

な
防
衛
線
に
も
な
り
、
他
に

類
を
見
な
い
独
特
の
景
観
で

す
。

　

さ
ら
に
、順
正
寮
跡
、高
梁

基キ
リ

督ス
ト

教
会
堂
、旧
高
梁
尋
常
高

等
小
学
校（
現
・
高
梁
市
郷
土

資
料
館
）の
近
代
建
築
が
、神

輿
の
巡
幸
に
彩
を
添
え
て
い

ま
す
。

　

神
輿
が
巡
幸
す
る
姿
は
、

伝
統
行
事
と
歴
史
的
な
町
並

み
が
一
体
と
な
っ
て
、
歴
史

的
な
風
情
を
醸
し
出
し
て
い

ま
す
。

シリーズ


